
 

 

脳内で不安を抑える分子モーターKIF13A 
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２．発表のポイント：  

 ◆成果 

分子モーターKIF13Aが、脳内でセロトニン受容体を運んで不安を抑制する作用を持つこ

とを明らかにしました。 

 ◆新規性（何が新しいのか） 

  「安心」や「不安」といった我々の感情に結びつく高次の脳機能に分子モータータンパク

質が関わっていることを発見しました。 

 ◆社会的意義／将来の展望 

  全く新しい作用の精神安定剤や抗うつ剤などの開発に結びつく可能性があります。 

 

３．発表概要：  

レントゲンや内視鏡などによって診断を下せるガンなどの身体的疾患に比べて、不安障

害やうつなどといった精神的疾患の原因はまだ十分にわかっていません。精神疾患の原因

解明のためには「安心」「不安」などといった我々の感情に結びつく高次の脳機能がどの

ような分子の働きでコントロールされているかを知る必要があります。 

  今回、東京大学大学院医学系研究科細胞生物学・解剖学講座／分子構造・動態学講座の廣

川信隆特任教授らの研究グループは、分子モータータンパク質KIF13Aが脳内でセロトニ

ン受容体を輸送することで不安を抑制することを明らかにしました。 

KIF13Aが働かないマウスの脳内ではセロトニン受容体が神経細胞表面まで輸送されませ

ん。このマウスでは不安が高まり、エサを探さずに暗いところに隠れようとする「心配

性」の異常行動が観察されました。不安の感じ方には個体差がありますが、KIF13Aの働き

が弱いと不安を感じやすい性格になるのかもしれません。また、セロトニン受容体は精神

安定剤や抗うつ剤の重要な標的として知られていますが、KIF13Aもまた創薬標的分子とな

るかもしれません。 

この研究成果は「Cell Reports」2013年２月７日オンライン版に掲載されました。 

 

４．発表内容：  

これまでの基礎研究の積み重ねの結果、感染症やガンなどの目に見える身体的疾患の分

子メカニズムの多くが解明されて治療や診断に結びついています。それに比べ、不安障害

やうつなどの精神的疾患の原因の多くは未解明のままです。これを解明するためには「安

心」「不安」といった我々の感情に結びつく高次の脳機能を司る分子メカニズムを明らか

にする必要があります。 

http://researchmap.jp/index.php?action=pages_view_main&active_center=snsview_view_main_search_basicitem&item_id=24&content=Stanford%20University&affiliationid=9999999999#_active_center_0


  東京大学大学院医学系研究科細胞生物学・解剖学講座／分子構造・動態学講座の廣川信隆

特任教授らの研究グループは、キネシンスーパーファミリー（KIF）と呼ばれる一連の分子

モータータンパク質群が、神経細胞の形作りや体の左右形成・記憶学習などといった様々

な働きをしていることをこれまでに明らかにしてきましたが、今回、分子モータータンパ

ク質の一つであるKIF13Aが脳内でセロトニン受容体を輸送することで不安を抑制する作

用を持つことを明らかにしました。 

これまでの研究により、KIF13Aが脳内に多く存在することがわかっていたため、脳内で

KIF13Aの機能を調べるためにKIF13A遺伝子を破壊したマウス（KIF13Aノックアウトマ

ウス）を作製して調べたところ、KIF13Aノックアウトマウスは不安を強く感じる「心配

性」の表現型を持つことがわかりました。 

通常のマウスは積極的にエサを探す行動をしますが、KIF13Aノックアウトマウスは不安

を強く感じているためあまり動きまわろうとしません。また、明るいところよりは暗いと

ころに隠れようとする性格が強くなります。 

「安心」「不安」といった感情は、神経細胞表面で働くセロトニン受容体がコントロー

ルしていることが知られています。そこでKIF13Aノックアウトマウスでセロトニン受容

体を調べてみたところ、神経細胞表面のセロトニン受容体の量が減っていることがわかり

ました。通常の神経細胞内ではセロトニン受容体がチューブに載せられて細胞表面まで運

ばれていますが、KIF13Aノックアウトマウスの神経細胞ではセロトニン受容体が細胞内に

集積していました。 

生化学的な実験により、KIF13Aがセロトニン受容体と結合することがわかりました。ま

た、TIRFと呼ばれる顕微鏡を用いてセロトニン受容体が実際にKIF13Aによって輸送され

る様子を顕微鏡下で再現することにも成功しました。微小管（細胞内でレールとして働い

ている）・精製したKIF13A・蛍光標識したセロトニン受容体の三者を混ぜると、セロトニ

ン受容体が微小管のレールの上を動きまわる様子が観察されました。しかし、ここから

KIF13Aを抜くと、この動きは全く観察されません。 

以上の結果から、脳内で働く分子モータータンパク質KIF13Aが、セロトニン受容体を

神経細胞の細胞表面まで輸送していることが明らかになりました。この働きによって

KIF13Aは不安を抑制しているのでしょう。 

  感情のような高次の脳機能を司る分子メカニズムの多くは未解明のままです。これまでは

セロトニン受容体をはじめとする脳内の受容体が研究者の注目を集めてきましたが、この

研究により、分子モータータンパク質もまた高次の脳機能に関わっていることが示唆され

ました。日本のような先進国においては、身体的疾患の治療法が確立されて長寿が達成さ

れるにつれて、不安障害やうつ病のような精神的疾患の重要性が高まっています。同じよ

うなストレスに晒されても不安の感じ方には大きな個人差があります。分子モーター

KIF13Aの働きが弱い人は不安を強く感じて、これらの疾患にかかりやすいリスクがあるの

かもしれません。また、抗不安薬や抗うつ剤としてセロトニン受容体を標的とした薬物が

多く用いられています。今回の発見は分子モータータンパク質もまた抗不安薬などの薬物

標的となり得ることを示唆しています。 
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